
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主体性をもって多様な他者と協働し

新たな価値を創造できる人間の育成

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/70610a/ 

福島県教育庁相双教育事務所 

個人や社会の多様性を尊重

し、それぞれの強みを生かし

て、共に支え合い、高め合い

社会に参画していく力 
社会の新しい価値や自らの未

来を創り出す力 

自分に自信をもち、生涯を通

して自ら学び、自ら考え判断

して行動し、社会の変化に対

応する力 

主体性 

協働性 創造性 

育成したい３つの資質・能力 

東日本大震災及び原発事故を経験し、復興の歩みを着実に進めてきた相双地域 ― 

その一方で、風評被害や急激な人口減少などの様々 な課題に直面する 

「課題の先進地域」となっている。 
 

この１０年余りの間、 

学校は様々 な課題に向き合い、乗り越えていくために 

子どもたちの主体的な課題解決学習や探究的な学びに取り組んできた。 
 

学校現場においては、これまでの学びをさらに推し進め 

他者と対話したり協働したりしながら新しい価値を創造する 

「新しい学びのかたち」の充実発展と 

子どもたちの学びに向かう力を一層引き出すことが重要となる。 
 

これらの時代の要請を相双の教育の充実を図るチャンスと捉え、 

相双教育事務所が目指す教育の基本理念を上記のように掲げ、 

各種施策を重点的に取り上げ推進していく。 

令和８年度 
相双教育アピール 

教育理念 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各施策に関する相双地区の重点項目 

第７次福島県総合教育計画「学びの変革推進プラン」 

施策１ 「学びの変革」によって資質・能力を確実に育成する 

施策４  福島で学び、福島に誇りを持つことができる「福島を生きる」 

教育を推進する 

施策２ 「学校の在り方の変革」によって教員の力・学校の力を最大化する 

施策３  学びのセーフティネットと個性を伸ばす教育によって多様性を 

力に変える土壌をつくる 

施策５   人生 100 年時代を見通した多様な学びの場をつくる 

施策６   安心して学べる環境を整備する 

相双 学校段階を見通した確かな資質・能力の育成 

相双 教員の養成・採用・研修 

 〔主な関連事業等〕○一人一人を伸ばすふくしま学力向上推進事業（ふくしま学力調査） 

○未来へはばたけ！イノベーション人材育成事業 

○ふくしまっ子の可能性を伸ばす支援事業 ○キビタンシート活用事業  

○地域と学ぶ小中学生の「探究的な学び」推進事業 など 

 〔主な関連事業等〕○県教育センター各基本研修の充実（初任者研修、二年次教員フォローアップ研修、中堅教諭等資質向上研修 等） 

○学級・授業づくりセミナー ○幼保小の架け橋期の教育充実支援事業 ○ふくしま英語力向上事業  

○伴走支援訪問事業 ○学力向上マネジメント等研修 など 

 

 〔主な関連事業等〕○ふくしまの誰一人取り残さない教育体制整備事業 ○ピュアハートサポートプロジェクト など 

 

相双  

相双 学校と地域の連携・協働の推進 
 〔主な関連事業等〕○未来へはばたけ！イノベーション人材育成事業 ○道徳教育総合支援事業  

○地域学校協働本部事業 など 

相双 生涯にわたり健康マネジメント能力など学び続ける力の育成 
 〔主な関連事業等〕 ○「自分手帳」活用事業 ○みんなで跳ぼう！なわとびコンテスト  

○ふくしまっ子ごはんコンテスト ○ふくしまの未来をひらく読書の力プロジェクト など 

 

 〔主な関連事業等〕○避難地域１２市町村における特色ある教育に関する教員研修 など 

 

相双 避難地域 12市町村などの特色ある教育 

第７次福島県総合教育計画「学びの変革推進プラン」に基づき、全体的な推進を図りつつ、 

相双域内の課題の解決に向けて、各施策において次の点に重点を置いて取り組みます。 

 
 


